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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池(26)と、燃料ガス供給路(５)と、一端を安全な系外に開口したガス回収路(21)
とを備えた燃料電池システム(４)に用いる水素ガス容器用バルブ装置であって、
　ハウジング(６)に容器取付部(27)を形成するとともに、このハウジング(６)にガス入口
(７)と入口路(12)と閉止弁(13)と出口路(14)とガス出口(８)とを順に形成して、上記のガ
ス入口(７)を上記の容器取付部(27)に開口し、
　上記の入口路(12)にガス逃し路(15)を分岐して、このガス逃し路(15)を上記のガス回収
路(21)へ接続可能に構成するとともに、このガス逃し路(15)に安全弁(16)を設け、
　上記の出口路(14)に、水素ガス容器(１)から供給される取出しガスを所定のガス圧に減
圧する減圧弁(18)を設け、
　上記のガス出口(８)を、燃料電池システム(４)の燃料ガス供給路(５)と接続可能に構成
したことを特徴とする、水素ガス容器用バルブ装置。
【請求項２】
　上記の減圧弁(18)よりも下流側の出口路(14)に第２のガス逃し路(19)を分岐して、この
第２ガス逃し路(19)を上記のガス回収路(21)へ接続可能に構成するとともに、この第２ガ
ス逃し路(21)に２次安全弁(20)を設けた、請求項１に記載の水素ガス容器用バルブ装置。
【請求項３】
　上記のガス出口(８)に上記の燃料ガス供給路(５)と着脱可能に接続される接続手段(25)
を設け、この接続手段(25)は上記の燃料ガス供給路(５)との接続が解除されると上記の出
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口路(14)を閉塞するように構成した、請求項１または請求項２に記載の水素ガス容器用バ
ルブ装置。
【請求項４】
　上記の容器取付部(27)をハウジング(６)の一端部に形成し、このハウジング(６)の他端
面に上記のガス出口(８)を形成した、請求項１から３のいずれか１項に記載の水素ガス容
器用バルブ装置。
【請求項５】
　上記の出口路(14)の減圧弁(18)とガス出口(８)との間に、上記の減圧弁(18)からガス出
口(８)へのガスの流れは許容するが、ガス出口(８)から減圧弁(18)へのガスの流れは阻止
する逆止弁(44)を設けた、請求項１から４のいずれか１項に記載の水素ガス容器用バルブ
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車載用などの燃料電池システムとこれに用いる水素ガス容器用バルブ装置に
関し、さらに詳しくは、接続される燃料ガス供給路を低圧に維持できるうえ、安全弁の安
全作動時に水素ガス容器内の水素ガスをバルブ装置から安全な系外へ排出できる、燃料電
池システムとこれに用いる水素ガス容器用バルブ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両に搭載された燃料電池システムにあっては、水素ガス充填設備がない場所で
も燃料ガスを簡単に補充するため、使用済み水素ガス容器を充填済み水素ガス容器と交換
するように構成したものが提案されている(例えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　上記の燃料電池システムによれば、各所に水素ガス充填設備を設けなくとも、充填済み
水素ガス容器を各所に配置しておくことで、使用済み水素ガス容器とこの充填済み水素ガ
ス容器との交換により、燃料ガスを簡単に補充することができる利点がある。
【０００４】
　しかしながら、上記の水素ガス容器は、車両に搭載するため小形で大容量のものが望ま
れており、例えば３５ＭＰａなど、高圧化される傾向がある。このような高圧の水素ガス
容器を上記の燃料電池システムに適用すると、この水素ガス容器が接続される燃料ガス供
給路も高圧化する。このため、上記の使用済み水素ガス容器と充填済み水素ガス容器とを
交換する場合に、水素ガス容器に付設されたバルブ装置と燃料ガス供給路とを高圧配管で
接続することとなり、接続作業が容易でない問題があった。また、上記の燃料ガス供給路
は、配管経路に万一破損箇所を生じると、高圧の水素ガスを噴出する虞があった。
【０００５】
　さらに、上記の水素ガス容器に付設されるバルブ装置は、一般に、ハウジングに形成し
た入口路にガス逃し路を分岐して、このガス逃し路に安全弁を設けているが、事故による
火災発生時などにこの安全弁が安全作動すると、水素ガス容器内の水素ガスがバルブ装置
の周囲へ放出される。このため、このバルブ装置を付設した水素ガス容器は、水素ガスを
放出しても安全な場所に設置する必要があり、設置場所が限定される問題があった。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２５２０１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の技術的課題は上記の問題点を解消し、接続される燃料ガス供給路を低圧に維持
できるうえ、安全弁の安全作動時に水素ガス容器内の水素ガスをバルブ装置から安全な系
外へ排出できる、燃料電池システムとこれに用いる水素ガス容器用バルブ装置を提供する
ことにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記の課題を解決するために、例えば、本発明の実施の形態を示す図１から図
６に基づいて説明すると、次のように構成したものである。
【０００９】
　本発明は水素ガス容器用バルブ装置に関し、燃料電池(26)と、燃料ガス供給路(５)と、
一端を安全な系外に開口したガス回収路(21)とを備えた燃料電池システム(４)に用いる水
素ガス容器用バルブ装置であって、ハウジング(６)に容器取付部(27)を形成するとともに
、このハウジング(６)にガス入口(７)と入口路(12)と閉止弁(13)と出口路(14)とガス出口
(８)とを順に形成して、上記のガス入口(７)を上記の容器取付部(27)に開口し、上記の入
口路(12)にガス逃し路(15)を分岐して、このガス逃し路(15)を上記のガス回収路(21)へ接
続可能に構成するとともに、このガス逃し路(15)に安全弁(16)を設け、上記の出口路(14)
に、水素ガス容器(１)から供給される取出しガスを所定のガス圧に減圧する減圧弁(18)を
設け、上記のガス出口(８)を、燃料電池システム(４)の燃料ガス供給路(５)と接続可能に
構成したことを特徴とする。
【００１０】
　上記のバルブ装置のガス出口を上記の燃料ガス供給路に接続して上記の閉止弁を開くこ
とにより、上記の容器取付部に付設された水素ガス容器の内部空間が、上記のガス入口と
入口路と閉止弁と出口路とガス出口とを順に介して上記の燃料ガス供給路に連通する。こ
のとき、上記の出口路には減圧弁が設けてあるので、水素ガス容器から取り出された高圧
の水素ガスはこの減圧弁で減圧され、この減圧弁よりも下流側の出口路やガス出口、燃料
ガス供給路には減圧された低圧の水素ガスが流れる。
【００１１】
　火災発生等によりバルブ装置周囲の雰囲気が異常昇温した場合など、上記のガス逃し路
に設けた安全弁が作動すると、水素ガス容器内の水素ガスは、このガス逃し路と安全弁を
経て上記のガス回収路から安全な系外へ排出される。
【００１２】
　前記の減圧弁よりも下流側の出口路に第２のガス逃し路を分岐して、この第２ガス逃し
路に２次安全弁を設けてある場合は、この第２ガス逃し路も上記のガス回収路に接続する
と、より好ましい。
【００１３】
　上記のガス出口は、例えばネジ嵌合などにより上記の燃料ガス供給路と接続するように
構成してもよいが、低圧での配管接続であるので、例えば急速継手のように、単に押し込
むだけで接続される接続手段をこのガス出口に設けることができる。この接続手段は、例
えば自動開閉弁を備えたものを用いることにより、上記の燃料ガス供給路との接続が解除
されると出口路を閉塞するように構成することができる。この場合には、接続が解除され
ている状態でも出口路に外気が浸入しないことから、使用済み水素ガス容器を充填済み水
素ガス容器と交換する際に、燃料ガス供給路へ空気等が混入することを防止でき、また、
出口路等を水素ガスで簡単にパージし充満させることができるので、より好ましい。
【００１４】
　上記のガス出口は、上記の容器取付部以外でハウジングの外面に設けられるが、このガ
ス出口を容器取付部とは反対側の部位に形成すると、即ち、容器取付部を上記のハウジン
グの一端部に形成し、このハウジングの他端面に上記のガス出口を形成すると、燃料電池
システムに充填済み水素ガス容器を装着する際、この水素ガス容器用バルブ装置を先端に
して水素ガス容器を燃料ガス供給路側へ押し込むことにより、ガス出口に設けた上記の接
続手段が燃料ガス供給路へ簡単に接続されるように構成でき、好ましい。
【００１５】
　上記の燃料ガス供給路には、１つの水素ガス容器をこれに付設したバルブ装置を介して
接続してもよいが、複数の水素ガス容器をそれぞれに付設したバルブ装置を介して接続し
てもよい。この場合には、上記の出口路の減圧弁とガス出口との間に、減圧弁からガス出
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口へのガスの流れは許容するが、ガス出口から減圧弁へのガスの流れは阻止する逆止弁を
設けると、水素ガス容器から取り出された水素ガスが他の水素ガス容器側へ流入すること
がなく、また、各バルブ装置間で減圧弁による減圧作動にバラツキがあっても、２次側の
圧力が他のバルブ装置の減圧弁の減圧作動に影響することが防止される。この結果、各水
素ガス容器から水素ガスが略均等に取出され、水素ガス容器間での貯蔵ガスの圧力差が小
さくなるので、好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は上記のように構成され作用することから、次の効果を奏する。
【００１７】
(１) 燃料電池システムの燃料ガス供給路を低圧に維持できるので、配管を簡単に破損し
難くできるうえ、万一破損しても、低圧の水素ガスが噴出するのにとどめて安全性を高め
ることができる。しかも、接続手段や燃料ガス供給路には低圧の水素ガスが流れ、高圧の
水素ガスが流れることがないので、ガス出口と燃料ガス供給路との着脱を容易に行うこと
ができ、従って、燃料ガスを補充する際に、使用済み水素ガス容器と充填済み水素ガス容
器とを簡単に交換することもできる。
【００１８】
(２) バルブ装置の周囲の雰囲気が異常昇温した場合や、水素ガス容器内が異常昇圧した
場合には、バルブ装置の安全弁が安全作動することにより、水素ガス容器内の水素ガスを
安全な系外へ、ガス回収路を介して排出することができる。このため上記の水素ガス容器
は、安全作動時のガス排出による配置場所の制限を受けることがなく、燃料電池システム
の任意の位置へ配置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。
　図１から図３は本発明の第１実施形態を示し、図１は車載用燃料電池システムに用いる
水素ガス容器用バルブ装置の系統図、図２はそのバルブ装置の正面視の断面図、図３は図
２のIII－III線矢視に相当する平面視の断面図である。
【００２０】
　最初に、図１の系統図によってバルブ装置の概要を説明する。
　この水素ガスボンベ(１)とこれに固定されたバルブ装置(２)は、車両(３)に搭載された
燃料電池システム(４)に装着されており、このバルブ装置(２)のハウジング(６)の外面に
は、ガス入口(７)とガス出口(８)と充填口(９)と第１逃し口(10)と第２逃し口(11)とが設
けてあり、このガス出口(８)が上記の燃料電池システム(４)の燃料ガス供給路(５)に接続
されている。上記のハウジング(６)内には、ガス入口(７)とガス出口(８)との間に入口路
(12)と閉止弁(13)と出口路(14)とが順に形成してあり、上記の水素ガスボンベ(１)の内部
空間(Ａ)がこのガス入口(７)と入口路(12)と閉止弁(13)と出口路(14)とガス出口(８)とを
経て上記の燃料ガス供給路(５)へ連通してある。
【００２１】
　上記の入口路(12)には、上記の第１逃し口(10)に連通する第１ガス逃し路(15)を分岐し
てあり、この第１ガス逃し路(15)の中間部に安全弁(16)を設けてある。
　また上記の出口路(14)には、フィルタ(17)と減圧弁(18)とが順に設けてある。この減圧
弁(18)とガス出口(８)との間を、上記の第２逃し口(11)に第２ガス逃し路(19)を介して連
通してあり、この第２ガス逃し路(19)の中間部に２次安全弁(20)を設けてある。
【００２２】
　前記の燃料電池システム(４)には、一端を安全な車外に逆止弁(45)を介して開口したガ
ス回収路(21)が設けてあり、上記の第１ガス逃し路(15)と第２ガス逃し路(19)は、それぞ
れ上記の第１逃し口(10)と第２逃し口(11)を介してこのガス回収路(21)へ着脱可能に接続
してある。
【００２３】
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　上記の減圧弁(18)と前記の閉止弁(13)との間には圧力計(22)が連通してあり、また、上
記の充填口(９)に連通する充填路(23)が分岐してある。この充填路(23)には、充填口(９)
から出口路(14)側へのガスの流れは許容するが、出口路(14)側から充填口(９)へのガスの
流れは阻止する逆止弁(24)を設けてある。なお、上記の圧力計は直読式のものであっても
よいが、圧力を電気信号に変換する継手を用いると、その圧力値の表示装置を例えば車両
の運転席に設けることが可能となり、好ましい。
【００２４】
　上記のバルブ装置(２)は次のように使用される。なお上記の水素ガスボンベ(１)には、
旧来の充填圧力（約１５ＭＰａ）よりも高い、例えば約１５ＭＰａから３５ＭＰａ程度な
どの高圧ガスが充填されている。
　ガス取り出し時には、前記の閉止弁(13)を開くと、上記の水素ガスボンベ(１)の内部空
間(Ａ)から高圧ガスが取り出され、上記の減圧弁(18)で所望の低圧に、例えば１ＭＰａ程
度に減圧されたのち、上記ガス出口(８)から燃料ガス供給路(５)に取り出されて燃料電池
(26)へ送られる。
【００２５】
　上記のガス取出し中において、上記の減圧弁(18)に異物がかみ込む等の理由によりガス
出口(８)が異常に高い圧力になった場合には、その異常圧力が２次安全弁(20)から第２逃
し口(11)を経てガス回収路(21)から安全な車外へ逃がされる。また、車両事故による火災
などでバルブ装置(２)の周囲の雰囲気温度が異常昇温したり、水素ガスボンベ(１)内が異
常昇圧した場合は、前記の安全弁(16)が作動して、水素ガスボンベ(１)内の貯蔵ガスが第
１ガス逃し路(15)と第１逃し口(10)を経てガス回収路(21)から安全な車外へ逃される。
【００２６】
　ガスの取出しが進んで、上記の水素ガスボンベ(１)の内圧が所定圧力以下となった使用
済み状態になると、前記の充填口(９)に図示しないガス充填金具が接続されて、この使用
済み水素ガスボンベ(１)に新しい水素ガスが充填される。
【００２７】
　次に、上記のバルブ装置(２)の具体的な構造を、上述した図１の系統図を参照しながら
図２と図３によって説明する。
【００２８】
　図２に示すように、前記のハウジング(６)の下部には容器取付部(27)が形成してあり、
前記のガス入口(７)はこの容器取付部(27)の下面に開口してある。
　ハウジング(６)の内部には、前記の閉止弁(13)の閉止弁室(28)が形成してあり、この閉
止弁室(28)と上記のガス入口(７)とを上下方向の入口路(12)で連通してある。この閉止弁
室(28)には閉止部材(29)が閉止弁座(30)に対し進退可能に挿入してあり、ハウジング(６)
の上面に配置した操作ハンドル(32)とこの閉止部材(29)とがスピンドル(31)を介して連動
連結してある。
【００２９】
　上記の入口路(12)の上端近傍には第１ガス逃し路(15)がハウジング(６)の右側面側へ分
岐してある。この第１ガス逃し路(15)の中間部には安全弁(16)が設けてあり、この第１ガ
ス逃し路(15)の右端開口に第１逃し口(10)を形成して、前記の燃料電池システムのガス回
収路と接続できるようにしてある。
【００３０】
　上記の閉止弁室(28)から左側面側に出口路(14)が形成してある。また、上記のハウジン
グ(６)の左側面には装着穴(33)が形成してあり、この装着穴(33)に減圧弁(18)の筒体(34)
を挿入して押え筒(35)で気密状に固定してある。上記の筒体(34)の右端中央には前記の出
口路(14)の一部が透設してあり、この出口路(14)に前記のフィルタ(17)が配設してある。
この筒体(34)内に挿入された減圧部材(36)は上記の押え筒(35)内に挿入された作動ピスト
ン(37)と連動させてあり、この作動ピストン(37)に加わるガス圧とこの作動ピストン(37)
を開弁方向へ付勢する減圧バネ(38)の付勢力とのバランスで、減圧部材(36)が開閉作動し
て取出しガスが所定のガス圧に減圧される。
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【００３１】
　上記の押え筒(35)には出口路(14)の下流部が形成してあり、左端面にガス出口(８)が開
口してある。このガス出口(８)は図外の燃料ガス供給路と接続継手を介して、例えば螺着
により接続される。なお、上記のバルブ装置(２)から取り出される水素ガスは、上記の減
圧弁(18)により、例えば１ＭＰａ程度の低圧に減圧されているので、上記のガス出口(８)
と図外の燃料ガス供給路とは、水素ガスボンベ(１)を燃料電池システムに装着したのち、
可撓管等を用いて接続することも可能である。
【００３２】
　上記の押え筒(35)内で上記の出口路(14)には、２次安全弁(20)を備える第２ガス逃し路
(19)が分岐してある。２次安全弁(20)の端部に形成された第２逃し口(11)は、前記のガス
回収路と接続できるようにしてある。
【００３３】
　図３に示すように、上記のハウジング(６)の背面側には前記の充填口(９)を備えた充填
ノズル(41)が形成してあり、この充填ノズル(41)に充填金具との接続用金具(42)が装着し
てある。上記の充填口(９)は充填路(23)を介して前記の閉止弁室(28)に連通してあり、こ
の充填路(23)に前記の逆止弁(24)が設けてある。
　なお、上記のハウジング(６)の正面側には圧力計装着孔(46)が凹設してあり、図示しな
い直読式の圧力計や、圧力を電気信号に変換する継手などが装着される。
【００３４】
　上記の第１実施形態では、使用済みの水素ガスボンベを燃料電池システムから取り外す
ことなく、新たな水素ガスを充填する場合について説明した。しかし本発明では水素ガス
ボンベを燃料電池システムから簡単に取外せるように構成してもよく、この場合は、使用
済みの水素ガスボンベと充填済みの水素ガスボンベとを交換することにより、充填設備の
ない場所でも簡単に燃料ガスを補充することができる。
【００３５】
　即ち、図４は第１実施形態の変形例を示し、ガス出口(８)には自動開閉弁付き急速継手
のような接続具(25)が装着してあり、この接続具(25)を介してガス出口(８)が燃料ガス供
給路(５)と着脱可能に接続してある。また、第１逃し口(10)と第２逃し口(11)は、連結管
(47)で接続されたのち、これも自動開閉弁付き急速継手のような回収用接続具(48)を介し
てガス回収路(21)に接続してある。その他の構成は上記の第１実施形態と同様であり、同
様に作用するので説明を省略する。
【００３６】
　水素ガスボンベ(１)内の水素ガスが使用されると、上記の接続具(25)が燃料ガス供給路
(５)から切り離され、上記の回収用接続具(48)がガス回収路(21)から切り離される。これ
により、使用済み水素ガスボンベ(１)が燃料電池システム(４)からバルブ装置(２)ととも
に取外される。その後、新たな充填済み水素ガスボンベ(１)がこの燃料電池システム(４)
に装着され、上記の接続具(25)がガス出口(８)が燃料ガス供給路(５)に接続され、回収用
接続具(48)がガス回収路(21)に接続される。
　一方、上記の使用済み水素ガスボンベ(１)は充填設備のある場所へ搬送されて、新しい
水素ガスが充填口(９)からボンベ内へ充填され、次回以降の燃料補給の際に使用される。
【００３７】
　なお、上記の各接続具(25・48)は自動開閉弁を備えているので、これらが燃料ガス供給
路(５)やガス回収路(21)から切り離されても、この接続具(25・48)を備えた出口路(14)や
ガス逃し路(15・19)、連結管(47)には、外気が侵入する虞がない。特に、出口路(14)は水
素ガスで容易にパージできるので、上記の接続の際により燃料ガス供給供給路(５)に空気
などが混入する虞を無くすことができる。
【００３８】
　図５は本発明の第２実施形態を示す、車載用燃料電池システムに用いる水素ガス容器用
バルブ装置の系統図である。
【００３９】
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　この第２実施形態では、燃料電池システム(４)に複数の水素ガスボンベ(１…)が装着し
てある。各水素ガスボンベ(１)に固定したバルブ装置(２)には、出口路(14)に配置した減
圧弁(18)とガス出口(８)との間に第２逆止弁(44)が設けてある。この第２逆止弁(44)は減
圧弁(18)からガス出口(８)へのガスの流れは許容するが、ガス出口(８)から減圧弁(18)へ
のガスの流れは阻止する。なお、２次安全弁(20)を備えた第２ガス逃し路(19)は、この第
２逆止弁(44)と減圧弁(18)との間で出口路(14)から分岐してあり、第１ガス逃し路(15)の
安全弁(16)と逃し口(10)と間に連通してある。また、燃料電池システム(４)には充填ガス
供給路(43)が設けてあり、各バルブ装置(２)の充填口(９)はこの充填ガス供給路(43)に接
続してある。
【００４０】
　上記のガス取出し中において、各バルブ装置(２)の減圧弁(18)間に減圧性能のバラツキ
がある場合、より高い２次圧となった取出しガスが燃料ガス供給路(５)を介して他のバル
ブ装置(２)のガス出口(８)へ浸入しようとする。しかしながら、この浸入ガスは上記の第
２逆止弁(44)によってその浸入が阻止され、他の減圧弁(18)の減圧作動に影響を及ぼすこ
とが防止される。さらに、何らかの原因で逆流ガスが上記のガス出口(８)へ侵入してきた
場合には、上記の第２逆止弁(44)によってその逆流が阻止され、減圧弁(18)の減圧作動が
阻害されるのを防止する。この結果、各水素ガスボンベ(１)から水素ガスが略均等に取出
される。各水素ガスボンベ(１)内の水素ガスが使用されると、前記の充填ガス供給路(43)
に図示しない充填装置が接続され、各水素ガスボンベ(１)内へ新しい水素ガスが供給され
る。
　その他の構成は上記の第１実施形態と同様であり、同様に作用するので、説明を省略す
る。
【００４１】
　なおこの第２実施形態においても、前記の第１実施形態の変形例と同様、ガス出口(８)
に燃料ガス供給路(５)との接続具を設け、逃し口(10)にガス回収路(21)との回収用接続具
を設けることで、使用済み水素ガスボンベ(１)を燃料電池システム(４)から簡単に取外し
て充填済み水素ガスボンベ(１)と交換することができ、従ってこの場合は、上記の充填ガ
ス供給路(43)を省略することができる。
【００４２】
　上記の第１実施形態では、ガス出口をハウジングの側面に配置したが、本発明ではこの
ガス出口や充填口、閉止弁の操作ハンドルなど、各部材をハウジングの他の部位に形成す
ることができる。特にこのガス出口をハウジングの上面に配置すると、水素ガスボンベを
その軸心方向に沿って上方へ移動させるだけで、このガス出口を上記の燃料ガス供給路に
接続されるように構成できる利点がある。
【００４３】
　例えば、図６に示す第３実施形態では、ハウジング(６)の左側面に閉止弁(13)の操作ハ
ンドル(32)を配置するとともに、ハウジング(６)の上部にガス出口(８)を備えた出口ノズ
ル(39)を形成してある。
【００４４】
　即ち、ハウジング(６)の上面に装着穴(33)が形成してあり、この装着穴(33)に装着され
た減圧弁(18)の押え筒(35)の上部に上記の出口ノズル(39)が形成してある。この出口ノズ
ル(39)に形成したガス出口(８)には、自動開閉弁付き急速継手からなる接続具(25)が装着
してあり、出口ノズル(39)内の出口路(14)を閉じている。そして水素ガスボンベ(１)をそ
の軸方向に沿って図６における上方へ押し込むことにより、この接続具(25)が図示しない
燃料ガス供給路と保密状に接続される。このとき、接続具(25)先端に突出している自動開
閉弁の作動部(40)が押し込まれ、これにより上記の出口路(14)が開かれて、水素ガスボン
ベ(１)内が燃料ガス供給路に連通する。
【００４５】
　上記のハウジング(６)の上部右側面には２次安全弁(20)が付設してあり、この２次安全
弁(20)の先端に形成した第２逃し口(11)が、上記の減圧弁(18)の２次側に第２ガス逃し路
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(10)には、図示しない自動開閉弁付き急速継手からなる回収用接続具が付設される。
　その他の構成は上記の第１実施形態と同様であり、同様に作用するので、説明を省略す
る。
【００４６】
　なお、上記の各実施形態で説明した水素ガス容器用バルブ装置は、本発明の技術的思想
を具体化するために例示したものであり、水素ガス容器の形状や充填圧力はもとより、閉
止弁や減圧弁、逆止弁など各部材の形状や構造、配置などは、これらの実施形態のものに
限定するものではなく、本発明の特許請求の範囲内において種々の変更を加え得るもので
ある。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明の水素ガス容器用バルブ装置は、接続される燃料ガス供給路を低圧に維持できる
うえ、燃料ガスを補充する際に水素ガス容器を容易に交換できるので、車載用燃料電池シ
ステムに特に好適であるが、他の燃料電池システムにも好適に利用される。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１実施形態を示す、車載用燃料電池システムに用いる水素ガス容器用
バルブ装置の系統図である。
【図２】本発明の第１実施形態を示す、水素ガス容器用バルブ装置の正面視の断面図であ
る。
【図３】図２の、III－III線矢視に相当する平面視の断面図である。
【図４】第１実施形態の変形例を示す、図１相当図である。
【図５】本発明の第２実施形態を示す、図１相当図である。
【図６】本発明の第３実施形態を示す、図２相当図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１…水素ガス容器(水素ガスボンベ)
　２…バルブ装置
　４…燃料電池システム
　５…燃料ガス供給路
　６…ハウジング
　７…ガス入口
　８…ガス出口
　12…入口路
　13…閉止弁
　14…出口路
　15…ガス逃し路(第１ガス逃し路)
　16…安全弁
　18…減圧弁
　19…第２ガス逃し路
　20…２次安全弁
　21…ガス回収路
　25…接続手段(接続具)
　26…燃料電池
　27…容器取付部
　44…逆止弁(第２逆止弁)
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